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圧着式接合工法(PJ工法)概要図 高強度異形鉄筋利用のコンセプト
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MaxBox-PJは

高強度鉄筋と普通鉄筋の降伏耐力差分を利用して接合面に圧着
力を与える接合工法 を採用することにより、接合界面の離間抑
制および耐久性の向上を図ることができます。

1  高強度鉄筋を用いた圧着式接合工法（PJ工法）

部材の形状を単純化することで、施工性の向上が図れます。また、特
殊な継手を用いず、 接合用鉄筋と構造用鉄筋を兼用することでコス
ト低減が図れます。

2 施工性と経済性

高強度鉄筋と普通鉄筋の差分を利用した接合工法であるため、普
通鉄筋を使用した一般的なRC構造物として設計が可能です。

3 一般的なＲＣ構造として設計

高強度鉄筋(SD490)を使用し、普通鉄筋(SD345)との降伏耐力差分
を利用して接合面に圧着力(鉄筋緊張力)を与えますが、部材設計は
SD345と同等の耐力を有したRC構造として取り扱うことができます。

底 版
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長崎県島原振興局
一般国道251号
B（6800+6700）×H5800

西日本高速道路株式会社
九州道（北熊本スマートIC）
B8000×H5000

熊本県県北広域本部
大津植木線
B13400×H5900

国土交通省熊本河川国道事務所
九州中央道（餅田地区）
B7300×H7850

国土交通省長崎河川国道事務所
松浦市志佐町
B4800×H7200

大型カルバート施工実績

熊本県阿蘇地域振興局
黒川河川激甚災害対策（小倉遊水地）
B（9300×5）×H5800

RPCA 認証タイプ


